
● 項目の解説

● 当院の実績

単　　位 │ 人日

期　　間 │ 年間

備考

● 定　　義

教育に係る項目（薬剤師）

各年度１年間の外部の医療機関などからの研修受け入れ延べ人日(人数×日数）です。外部の医療機関とは
他の病院、外国、行政機関、個人とします。

40 薬剤師の研修受入数（外部の医療機関などから）

項目３８、３９は看護師教育に関する指標ですが、薬剤師も新しい医薬品や治療法などの知識習得と技術向上
を、実際の臨床現場で学び続けることが必要です。薬剤師の現任教育及び再教育の体制が整っていることを
表現する指標です。
平成２２年度より６年制の薬学生の臨床実習が必須となりました。これまで学部卒業後、更に臨床現場で学び
たい薬剤師を研修生（項目４０）として受け入れていましたが、現在では、ほとんどが臨床実習（項目４１、４２）
に移行しています。単に受け入れ人数ではなく、延べ人数（人数×日数）とし研修に対する貢献の程度を評価
します。

令和２年度以降は新型コロナウイルス感染症
の影響を受け、減少しています。
令和５年度は、前年度に申請がなかったプロ
グラムに申請があったため増加しました。
総合臨床教育・研修センターでは薬剤師の病
院研修生の募集も行っています。

総合臨床教育・研修センター
その他の医療職の研修・実習申し込みについ
て
https://icec.kuhp.kyoto-u.ac.jp/other-
activities/overview/

令和５年度国立大学病院平均値
(100床あたり)　32.17人日

(令和５年度当院　100床あたり　7.50人日)数 式 │ 人数×日数
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